
 

 

 

こんな方にお薦め 

・2級技能検定「論述試験」で、求められるスキルを理解し、具体的に「何を」「どうするのか」を知ることができます。 

・試験の構造を組み立てながら、どんな課題（相談者のタイプ）が来ても怖くなくなる、自身の面談過程をイメージできるようになります。 

・出題される5つのケースについてケース分析を行い、面談のポイント理解とどのような面談の流れになるかを把握すると安心です。 

■受講前に当会書籍「2級合格バイブル」で予習されることをお勧めします。 

■6月20日21日東京 大阪のロープレ三昧2日間講座（2日間で5ケース対応）で、確実なものにしましょう。 

■6月27日 本番さながらシミュレーション講座で本試験前に合格のためのポイントを知り、微調整してください。 

 

※ 「論述添削個別レッスン」は、ご自宅にいながら、論述の勉強ができます。男性ケースと女性ケースの問題がございます。 

1週間程度で添削してご返却いたします。4月15日から論述問題を発送いたします。 

※ 「Zoom個別レッスン」は、回線を使って、ご自宅にいながら、論述対策や面接対策を、マンツーマンで画面を通してご指導いたします。 

基本はおひとりへの支援ですが、お2人同時受講で、CCとCL役を交互にしながらペア受講も可能です。 

事前に回線がつながるか、テストいたします。 

     

   一般社団法人 1級キャリアコンサルティング技能士の会                             20200313 

日程  
東京 2020年6月6日（土） 9時30分～16時30分 お茶の水女子大 共通講義棟 3号館 104教室（茗荷谷） 

大阪 2020年6月6日（土） 9時30分～16時30分 神戸大学 大阪凌霜クラブ セミナールーム（梅田） 

受講料（税込） 会員：16,000円  一般：21,000円 メルマガ会員さんは一般価格でお申込みください。                                              

 

内容 

【論述試験対策】 

短時間で、論述試験の解答用紙に書くべき内容（何を問われているのか？）を理解します。 

書いても加点されない文言も理解し、効率よく文章を書きあげます。 

1日に何枚も採点する試験官の立場になると、どのような解答用紙にすべきかが理解できます。 

書きぶりにこだわるより、書くべき（採点者が求めているもの）をしっかり押さえます。 

論述試験は「実技試験」なので、論述試験も、その事例（逐語）に沿って記述します。したがって、書くべき文章がテンプレート(どのケ

ースにも使える内容)ではなく、面接試験と同じように、相手をどう支援するかを記述します。 

【面接試験対策】 

まず試験の5つのケースを分析します。5つの面接でどのような対応（問題把握・具体的展開）が必要になるかを分析することに重きを

置きます。ロープレ（3人ロープレ）で3人が苦手なケースを使って検証します。 

2020年度（前期） 2級第 24回 実技(論述・面接)試験 ケース分析 1日講座   


